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ティアフォーのミッション：
自動運転の民主化 Intelligent Vehicles for Everyone

安全な自動運転に資するあらゆる テクノロジーを開放 し、

様々な組織、個人がその発展に貢献できる開放的な エコシステムを構築 します。

そして、世界中の人々が 価値ある時間と空間を享受できる社会を実現 します。
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ティアフォーの目指す姿：
自動運転の民主化＝“Intelligent Vehicles for Everyone”

日本から新しい
社会課題を
解きに行こう

世界中のデータが一つのプラットフォームに集結

・ 見たことのない知見 「データがつなぐ驚きと共感」

・ 新たなコラボの場 「舞台はグローバル」

・ 多様な価値観へも光 「世界の仲間がつながる」

・ 都市化と過疎化が背中合わせ。勝者と敗者も隣り合わせ

・ 地域には地域の課題。そして地域ごとの解決策

・ 高齢化・100年時代、それを支えるインフラは未整備

G A F Aのもたらした素晴らしい価値

しかし取り残された社会課題も

自動運転O Sをオープンソース (共有財産 )化して、
皆の力で課題解決へ



滋賀県草津市（大学キャンパス）

愛知県一宮市
（5G）

愛知県豊橋市（テーマパーク）

東京都お台場（臨海・観光）

神奈川県横須賀市（リサーチパーク）

東京都江東区（商業施設）

仙台空港（空港）

大阪府（鉄道車両基地）

東京都新宿区（遠隔監視・保険）

長野県飯田市
（VR連動）

東京都三宅島（離島・観光）
愛・地球博
記念公園
（モリコロ）

日本郵便
（物流）

エコパ（スタジアム）

山口県宇部市（道の駅）

大津市（道の駅）

豊田市（道の駅）

大阪府堺市
（無線充電）

福岡市（VR連動）

西播磨（公道バス）

埼玉県坂戸市（公道バス）

愛知県日間賀島（離島・公道バス）

秋田県大館市（公園内旅客搬送）

「課題解決オリエンティッド 」：いろいろなシナリオにトライ

長野県塩尻市
（複数台遠隔）

愛知県西尾市
（市街地タクシー）

岡山県玉野市（公道搬送ロボット）

ティアフォーの実証実験実績（抜粋）

静岡県松崎町（中山間地域旅客）
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自動運転の歴史：それは小さな技術革新の積み重ね

1940~60 1970 1980 1990 2000 2010

GMなど先行技術を持
つ会社がコンセプトを
披露

道路埋め込み型の
自動運転開発が進む

カメラを使った
知能自動車が登場 アメリカやドイツの大学での

研究が本格化

自動運転を一気に推し
進めたDARPAチャレン
ジの開催

Google Car公道実験
開始

2020

いろいろな技術を持った
自動運転車両が市場へ

自動運転は、国境をまたいだ多くの人が1世紀近くをかけて育んできた技術を通じ、
今まさに私達の生活を支える新しいツールとして普及が始まるところ



自動運転ってどうやって走るのか？

3次元センサー
人間の目の様に、車の
周りの風景をリアルタイ
ムで立体的にとらえる

自動運転ソフトウェア
3次元センサーと3次元地図を見比べて、
「今自分はここにいる」「これからこちらに進む」
を判断する

駆動
車のハンドルやアクセル・ブレーキに対し、「10
キロまで加速しなさい」「ハンドルを30度曲が
りなさい」を指示する

3次元地図
建物や信号など、車から見える風景を事前
にデータ化する
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遠隔監視システム
4G/5Gを使って、自動運転車
両が正しく動いているかを外か
ら常に見守る
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小さな会社でも仲間を作れば大きなことができる

オープンソースコミュニティ
大学・研究機関

パートナー企業

世界のトップ企業50社以上
& 2500人以上のコミュニティ

& 250人以上のエンジニア
わずか200人

たとえスタートアップだとしても、目線を合わせ、思いを共有し、
やり方を工夫すれば、世界を一緒に変えていける



Autoware Foundation 
was born in 2018

➔ Established in December 2018 as a non-
profit organization registered in Japan

➔ 21 founding members across industries 
and regions, led by 3 leading members –
Tier IV, Apex.AI and Linaro

➔ Government and governmental 
institutions also actively supporting 
Autoware activities e.g., 

• Department of Transportation in 
the US

• Society of Automotive Engineers of 
Japan (JSAE)

• Industrial Technology Research 
Institute in Taiwan



OUR
VISION 

A U T O W A R E

The Autoware Foundation supports open-
source projects  enabling self-driving mobility

OUR 
MISSION

A U T O W A R E

To initiate, grow, and fund Autoware
projects, initially Autoware.AI, 

Autoware.Auto, and Autoware.IO

Autoware is made ready by everyone.

To make Autoware ready for everyone.
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Membership trajectory – We are growing !

* 6 companies including 3 founding members left the Autoware Foundation



Our diverse world-wide partners

* 6 companies including 3 founding members left the Autoware Foundation





Ideal and reality

What we aspire… What it is…

➔ People love Autoware and actively 
offer contributions based on the 
common visions 

➔ Very challenging to balance between 
individual interests and community-
wide directions

➔ The community grows as developers 
and implementors get together for 
continuous evolution

➔ The AD technology is still developing; 
how can we attract early adopters 
while giving them tangible benefits?

➔ We build the foundation of 
technologies together, and 
implement them locally.

➔ AD/Mobility is often times very local 
in terms of preferences, regulations 
etc; how should we drive the 
initiatives in an effective manner?

… …



Moving forward…

➔ Become the most popular open-source software for 
autonomous driving –
Robust and diverse membership. Active contributions.

➔ Show PoCs, if not production, at multiple levels of ODDs –
Showcase our capabilities. 

➔ Produce real business alliances and opportunities –
Win-win for everyone and society.
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自動運転には新しいゲームのルールがある

OEM

新しいプレーヤー
も含めたすり合わせ

の世界

社会・インフラ車載コンピュータ

センサー ソフトウェア

ベース車両
（OEM・ODM）

上から下に落としていく世界

ティア1

ティア2



そのゲームに勝ち抜くためのコントロールポイントって何？

リファレンスデザイン

システム
インテグレーション

サポート

▪ いろいろなプレーヤーが好き勝手に技術を持ち込んでも車は仕上がらない。
▪ この仕様であればこの場所（ODD：運行設計領域）を走れる、という標準の「型」を

提示できれば、そこに可能性を感じたプレーヤーが集まってくる

▪ リファレンスデザインに従い集まった技術を使って、いつ何時も安全に走る車に仕上げる
ためには、自動運転関連技術のすべてを知り尽くし、それをパッケージ化し、徹底的に
評価できるスキルがないといけない

▪ 技術は毎日進化する。プレーヤーも毎日登場する。そこについて行かないと負け

▪ 無人で走るまわる精密機器である自動運転車には、自動運転車特有のサポートがい
る。たとえば、ソフトウェアアップデート。ハードウェアの取り換えも10年に1回とはいかない

▪ 法規制も日進月歩で変わっていく。それに追従した安全対策が欠かせない



出展：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20200715/2020_roadmap.pdf

いつ実用化するのか：2025年が一つのターゲット？

このあたりから一部条件付きでの
実装が普及するのではないか？



ただ、真の意味の実装には技術・規制面でもブレークスルーが必要

1対3 (1人が3人の自動運転車を監視する）実験

▪ 無人運転車は必ず監視をしていないといけない

▪ 何かあれば、車内にいる補助員、または遠隔監視セ
ンターから安全確保措置（緊急停止等）を取らな
いといけない。そのためには、危険の少し前に危険の
存在を知らしめないといけない。

▪ 1人が1台を見ているようでは経済合理性がないので、
1人が複数台見ないといけない

▪ 絡まり合う複数の要請をどうやって全部充足するか、こ
れを法規制から技術のすべてを動員して解き切れるか
が実装を進められるかの勝負

▪ 大学や霞が関とも関連が深いティアフォーは、全方位で
この問題に取り組んでいく
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